
いちばん大切なことを知りたい…　あなたの生徒にもぜひ読んでいただきたい… 学 校 散 策

大
阪
府
下
に
確
固
と
し
た
地
位
を
占
め
る
進
学
校
の
復
活

校
長
が
率
先
垂
範
で
進
め
る
学
校
改
革
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芝
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学
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■生徒数

■ＵＲＬ

　大阪南部の豊かな自然に囲まれた地に建つ初芝富田林中学校・
高等学校。2018年４月、学校改革で定評のある平井正朗氏が校
長に就任した。着任以来、データを徹底的に分析し、課題を抽
出、中学入試、高校入試、カリキュラムの変更、校塾連携の強化
と次々に教育改革施策を打ち出した。２学期を迎えた現在、「大
阪府下に確固とした地位を占める進学校の復活」を目指し、生徒
一人ひとりに向き合う教育を推し進めている。ハイスピードで進
化する初芝富田林について平井校長にインタビューした。

中
学
入
試
は
大
幅
変
更

進
路
満
足
度
﹇
第
一
志
望
決
定
率
﹈

１
０
０
％
を
目
指
す

　

平
井
校
長
が
進
め
る
学
校
改
革
で
は
、
来

年
度
の
中
学
入
試
も
大
き
く
変
更
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
3
日
間
実
施
し
て
き
た
試
験
日
は
、

1
月
19
日
（
土
）、
20
日
（
日
）
の
2
日
間

の
み
と
な
る
。
前
期
A
（
午
前
）
で
は
、
小

論
文
と
面
接
の
み
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
入
試
を

導
入
し
た
。
小
学
5
、
6
年
の
成
績
、
模
試

結
果
、
同
校
が
10
月
20
日
（
土
）
に
実
施
す

る
プ
レ
テ
ス
ト
で
の
成
績
等
が
選
考
の
対
象

に
な
り
、
英
検
4
級
以
上
の
保
持
者
は
「
英

語
重
視
型
」
と
し
て
優
遇
さ
れ
る
。
前
期
B

（
午
前
）
は
4
科
目
（
国
・
算
・
理
・
社
）、

3
科
目
（
国
・
算
・
理
）
の
入
試
だ
。
前
期

C
（
午
後
）
で
は
2
科
目
（
国
・
算
）
の
み

の
実
施
と
な
る
。

　

2
日
目
は
後
期
A
で
従
来
の
「
リ
テ
ラ
入

試
」
を
「
適
性
検
査
型
入
試
」
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
国
・
算
・
理
+
社
融
合
で
実
施
。

ま
た
後
期
B
と
し
て
午
後
に
2
科
目
（
国
・

算
）
で
実
施
す
る
。

　
「
募
集
定
員
は
1
2
0
名
、
出
題
レ
ベ
ル

は
、
小
学
校
で
の
学
習
内
容
を
中
心
と
し
た

基
本
問
題
が
中
心
で
す
。
約
6
割
取
れ
る
生

徒
で
あ
れ
ば
、
入
学
し
て
か
ら
育
て
ま
す
」

と
平
井
校
長
。

　

ま
た
、
高
校
入
試
は
2
月
9
日
（
土
）
に

実
施
。
英
語
に
リ
ス
ニ
ン
グ
を
導
入
す
る
の

が
変
更
点
。
試
験
科
目
は
5
科
目
（
国
・

数
・
英
・
理
・
社
）
で
面
接
は
実
施
し
な
い
。

　

中
学
で
は
入
学
時
点
で
は
学
習
到
達
度
に

合
わ
せ
た
「
Ⅲ
類
」「
Ⅱ
類
」「
Ⅰ
類
」
の
3

コ
ー
ス
だ
が
、
中
学
3
年
時
か
ら
生
徒
の
到

達
度
と
目
標
に
合
わ
せ
て
「W

ill-Frontier

コ
ー
ス
」
と
「
未
来
創
造
コ
ー
ス
」
に
再
編

さ
れ
る
。

　
「『W

ill-Frontier
コ
ー
ス
』
は
、
大
阪
府

立
大
学
・
市
立
大
学
以
上
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
、
上
位
は
東
大
・
京
大
を
ね
ら
い
ま
す
。

将
来
は
、
近
々
、
統
合
予
定
の
大
阪
府
立
と

市
立
に
50
名
以
上
は
合
格
さ
せ
る
指
導
体
制

を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た

『
未
来
創
造
コ
ー
ス
』
は
上
位
が
大
阪
府
立
・

市
立
大
学
を
ね
ら
い
、
コ
ー
ス
全
体
と
し
て

は
中
堅
国
公
立
や
有
名
私
大
を
目
標
に
し
て

い
き
ま
す
。
教
員
ス
タ
ッ
フ
に
は
従
来
の
面

倒
見
の
良
さ
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、
進
路

指
導
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
徹
底
、
生
徒
個
々

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
引
き
出
し
た

上
で
、
進
路
満
足
度
1
0
0
％
を
達
成
で
き

る
よ
う
な
指
導
を
貫
徹
し
て
ほ
し
い
と
お
願

い
し
て
い
ま
す
」
と
平
井
校
長
は
語
る
。

　

さ
ら
に
「
学
校
に
は
教
科
指
導
、
ク
ラ
ス

指
導
、
分
掌
等
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
本
校
は
教
師
個
々
の
力
量
に
依
存
し

が
ち
で
し
た
。
し
か
し
、
生
徒
個
々
の
人
格

陶
冶
と
学
力
向
上
に
は
、
教
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、〝
チ
ー
ム
初
富
〞を
意
識
し
、
確
か

な〝
伸
び
〞を
実
感
で
き
る
授
業
を
提
供
で
き

る
体
系
的
指
導
体
制
に
お
け
る
分
権
型
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
学
校
評
価
に
基
づ
く
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
な
の
で

す
」
と
説
明
し
た
。

授
業
の
効
率
化
と
働
き
方
改
革

校
塾
連
携
で
学
力
向
上
を
目
ざ
す

　

学
園
本
部
の
振
り
返
り
、
デ
ー
タ
分
析
、

学
習
塾
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
「
教
師
は
定

着
度
で
は
な
く
、
量
の
消
化
度
合
い
で
先
に

進
む
傾
向
が
あ
る
。
生
徒
は
量
を
処
理
す
る

こ
と
に
追
わ
れ
、
定
着
度
が
低
く
な
り
、
大

学
合
格
実
績
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
。

そ
れ
が
市
場
評
価
に
つ
な
が
り
、
中
学
の
定

員
割
に
至
っ
て
い
る
」
等
の
現
状
を
把
握
し

た
上
で
、
学
習
指
導
要
領
の
改
編
や
「
働
き

方
改
革
」
も
考
慮
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大

幅
改
訂
を
実
施
。「
主
役
で
あ
る
生
徒
を
伸

ば
す
こ
と
だ
け
考
え
て
い
ま
す
。
現
状
で
言

え
ば
、
メ
リ
ハ
リ
が
不
可
欠
。
次
年
度
か
ら

従
来
ま
で
の
7
時
限
授
業
を
、
月
曜
〜
金
曜

は
す
べ
て
6
時
限
、
土
曜
は
4
時
限
に
と
変

更
し
ま
す
」
と
平
井
校
長
。

　
「
1
〜
6
限
は
本
校
の
教
員
が
基
礎
・
基

本
の
指
導
を
徹
底
し
ま
す
。
当
然
、
積
み
残

し
が
あ
る
生
徒
に
は
、
放
課
後
、
個
別
指
導

で
定
着
を
図
り
ま
す
。
発
展
的
学
習
を
望
む

生
徒
に
は
〝
合
格
答
案
作
成
〞に
向
け
て
、

外
部
講
師
に
よ
る
校
内
予
備
校
を
設
定
し
ま

す
。
無
論
、
塾
・
予
備
校
へ
行
っ
て
も
よ
い

と
い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
で
す
。
教
師
の
授
業
時

間
を
減
ら
す
こ
と
で
、
教
員
は
授
業
研
究
な

ど
の
自
己
研
鑽
の
時
間
を
確
保
で
き
る
で
し

ょ
う
し
、
担
任
は
ク
ラ
ス
の
生
徒
一
人
ひ
と

り
と
対
峙
で
き
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
た
外
部
教
員
と
連
携
す
る

こ
と
に
よ
っ
てO
ff-JT

も
可
能
に
な
り
ま

す
。
教
員
一
人
ひ
と
り
の
指
導
力
が
高
ま
れ

ば
、
授
業
力
す
な
わ
ち
質
も
向
上
し
ま
す
。

『
働
き
方
改
革
』
に
も
対
応
さ
せ
て
い
る
の

で
す
」
と
そ
の
理
由
を
語
る
。

　

校
内
予
備
校
は
、
7
〜
8
限
を
使
っ
て
中

3
〜
高
3
ま
で
実
施
。
教
科
は
英
数
が
基
本

で
あ
る
が
、
高
2
は
国
語
、
高
3
は
国
語
、

理
科
（
化
学
・
物
理
）
も
加
味
さ
れ
る
と
の

こ
と
。
中
1
〜
2
は
、
現
在
、
取
り
組
ん
で

い
る
本
校
教
師
に
よ
る
自
主
講
座
を
継
続
。

結
果
的
に
は
、
7
時
限
授
業
よ
り
多
い
授
業

時
間
数
を
勉
強
し
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
。  

　

一
方
、
平
常
授
業
内
容
も
「
従
来
の
徹
底

し
た
進
路
指
導
に
加
え
て
、
対
話
や
議
論
を

通
じ
て
多
様
な
考
え
方
を
理
解
、
協
働
し
な

が
ら
課
題
解
決
に
あ
た
る
探
求
活
動
（
中
2

〜
高
1
）、
異
文
化
理
解
に
向
け
た
グ
ロ
ー

バ
ル
国
際
教
育
（
中
3
：
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
研

修
﹇
修
学
旅
行
﹈、
高
1
：
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
短
期
留
学
、
自
主
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム

の
I
C
T
化
（
中
2
〜
3
：
オ
ン
ラ
イ
ン
英

会
話
、
電
子
黒
板
）
等
も

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込

み
、
目
標
の〝
見
え
る
化
〞

や〝
学
び
方
の
選
択
〞が
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。〝
生

徒
フ
ァ
ー
ス
ト
〞へ
の
学
校

改
革
は
こ
れ
か
ら
で
す
」

　
「
授
業
力
ア
ッ
プ
に
は
教

師
の
気
づ
き
も
不
可
欠
。

11
月
に
は
公
開
授
業
も
展

開
し
ま
す
」
と
付
け
加
え

ら
れ
た
。

校
長
自
ら
教
壇
に
立
っ
た
勉
強
合
宿

　

今
年
の
夏
期
勉
強
合
宿
で
、
平
井
校
長
は

4
学
年
の
教
壇
に
立
っ
た
。
奈
良
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
で
の
高
1
、
神
戸
ホ
テ
ル
フ
ル
ー
ツ
フ

ラ
ワ
ー
で
の
高
2
、
大
津
ア
ヤ
ハ
レ
ー
ク
サ

イ
ド
ホ
テ
ル
で
の
中
2
、
そ
し
て
御
所
西
京

都
平
安
ホ
テ
ル
で
の
中
3
の
そ
れ
ぞ
れ
英
語

の
授
業
だ
。

　
「
勉
強
合
宿
で
授
業
を
し
た
目
的
は
2
つ

あ
り
ま
す
。
1
つ
は
率
先
垂
範
で
学
校
改
革

に
取
り
組
む
。
2
つ
目
は
、
授
業
の
質
の
検

証
で
す
。
生
徒
の
生
の
声
や
実
態
を
自
分
の

目
で
確
か
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

校
長
室
に
座
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
教
頭
や

学
年
主
任
と
い
っ
た
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
声

を
聴
く
だ
け
で
、
現
状
を
粒
さ
に
観
察
で
き

ま
せ
ん
か
ら
。」

　
「
垂
範
」
の
言
葉
通
り
、
平
井
校
長
は
朝
、

学
校
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
立
つ
。
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
登
校
し
て
く
る
生
徒
を
迎
え
る
た
め
だ
。

さ
ら
に
校
長
室
の
ド
ア
は
、
常
に
開
放
さ
れ

て
お
り
、
生
徒
が
い
つ
で
も
校
長
と
話
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
頻
繁
に
授
業
を
見
回

り
、
職
員
室
で
は
教
員
の
意
見
に
耳
を
傾
け

る
。
休
日
以
外
、
更
新
す
る
と
い
う
校
長
ブ

ロ
グ
も
圧
巻
だ
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
英
語
教
育
、
ト
レ
ン
ド
情
報
等
、

話
題
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。

　
「
日
本
の
大
学
入
試
を
振
り
返
る
と
、〝
1

つ
の
正
解
〞を
求
め
る
1
点
刻
み
の
入
試
を

突
破
し
、
序
列
化
さ
れ
た
学
校
へ
進
学
す
る

こ
と
が
主
流
で
し
た
。
し
か
し
、
科
学
技
術

や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
社
会

が
求
め
る
人
物
像
は
変
容
し
、
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
や
大
学
入
試
改
革
が
進
ん
で
い
ま

す
。
大
学
入
試
の
設
問
傾
向
に
お
い
て
も
知

識
だ
け
に
偏
ら
ず
、
自
ら
問
い
を
立
て
、
学

び
続
け
る
こ
と
が
思
考
力
・
表
現
力
に
つ
な

が
り
、
や
が
て
人
生
の
岐
路
に
立
っ
た
と
き
、

世
界
を
新
し
い
目
線
で
見
て
解
決
に
向
け
て

行
動
す
る
判
断
力
に
つ
な
が
る
と
い
う
方
向

性
が
読
み
取
れ
ま
す
。
中
高
時
代
は
、
自
ら

問
い
を
立
て
、
学
び
続
け
、
自
己
を
見
つ
め

直
す
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
な
の
で
す
。

自
分
は
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か
、
と
い
う

問
い
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
将
来
の
夢
を

育
む〝
し
か
け
づ
く
り
〞を
す
る
の
は
大
人
の

役
割
で
す
」（
同
校
H
P
参
照
）
と
語
る
校

長
の
ま
な
ざ
し
は
、
ま
っ
す
ぐ
生
徒
に
向
け

ら
れ
て
い
た
。

平井　正朗
〒584-0058
大阪府富田林市彼方1801
0721-34-1010
7方面からスクールバス運行
近鉄長野線　滝谷浮動駅から約5分
近鉄長野線・南海高野線　河内長野駅から約15分
南海高野線　金剛駅から約25分
泉北高速鉄道　泉ヶ丘駅から約25分
泉北高速鉄道　和泉中央駅から約40分
和泉市立病院前から約50分
岸和田市立城東小学校前から約50分
291名（中学校）
975名（高等学校）
http://www.
hatsushiba.ed.jp/tondabayashi/

文化祭での合唱にいきいきと取り組む生徒たち

自主学習支援システムのICT化の一つ、オンラ
イン授業

夏期勉強合宿の様子

カリキュラムの大幅改訂に取り組ん
でいる平井正朗校長
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